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ア
メ
リ
カ
巳
お
什
ゐ
近
代
的
製
鉄
業
の
成
立

第
人
十
九
巻

O 

第
三
号

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
近
代
的
製
鉄
業
の
成
立

ー
ー
そ
の
道
程
と
特
質
ー
ー
ー

ま

月
八ー

出f

会」

十
九
世
紀
後
半
、
と
く
に
七

O
年
中
、
以
降
、
ア
メ
リ
カ
鉄
鋼
業
の
し
る

し
た
巨
人
白
歩
み
は
、
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
特
性
た
る
伴
大
な
る
牛
産

力
の
発
展
を
最
も
典
型
的
に
表
現
し
た
も
の
ー
と
い
え
る
。
そ
の
規
棋
の
壮

大
き
と
発
展
の
急
テ
ン
ポ
が
も
た
ら
し
た
生
産
の
集
積
こ
そ
は
、
独
出
資

本
形
成
の
悲
盤
と
な
り
、
金
融
資
本
の
支
柱
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ア
メ
リ
カ
鉄
釧
業
は
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
た
か
門
こ
れ
を
検
討

す
る
こ
之
は
、
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
構
造
的
特
質
を
把
援
す
る
た
め
に

、
不
可
欠
の

t

削
提
会
な
す
。
そ
し
て
そ
の
た
め

rは
、
と
く
に
四

0
年
代
か

ら
六

0
年
代
に
か
け
て
の
製
鉄
業
に
お
け
る
大
き
い
推
転
の
過
程
が
介
析

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
け
だ
し
こ
心
中

r
こ
そ
、
そ
の
後
市
発
展
の

基
本
的
な
契
機
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

N
H干
、
本
稿
で
は
ま
ず

五
0
年
代
末
ま
で
の
時
期
に
限
っ
て
、
そ
の
特
質
を
究
明
す
る
こ
と
に
し

宮

永

ょう。

昌
五
四

男

一
、
東
部
海
岸
地
方
に
お
け
る
製
鉄
業
の
性
格

ア
メ
リ
カ
産
長
資
本
生
誕
の
地
、
二

L
l
イ
Y
グ
ラ
ソ
ド
に
お
い
亡
は
、

一
八
一
六
年
頃
か
ら
機
械
制
工
業
の
段
階
に
入
っ
土
木
綿
工
業
を
は
じ
め
、

だ
い
た
い
一
人
三

0
年
代
に
毛
織
物
士
業
、
製
粉
工
業
な
ど
が
一
応
の
確

立
を
と
げ
た
。
社
会
的
分
業
の
重
要
な
一
環
と
し
て
の
鉄
加
工
業
に
つ
い

て
も
、
製
釦
業
を
中
心
に
多
種
品
目
に
わ
た
っ
て
お
り
、
鉄
へ
の
目
前
史
は

増
大
し
て
い
た

Q

し
か
し
じ
の
地
方
で
は
鉄
鉱
石
と
燃
料
た
る
森
林
資
源

は
早
く
か
ら
柏
ぬ
し
て
い
た
た
め
、
機
械
工
業
と
直
結
し
た
加
工
工
程
を

中
心
と
せ
ざ
る
を
得
ず
、
ト
エ
原
料
た
る
粗
鉄
は
他
に
あ
お
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
イ
ギ
り
ス
か
ら
の
輸
入
に
よ
る
か
、
ニ
ユ

ヨ
夕
、
ュ
ュ

l
ジ
品
ジ
イ
、
ベ
ン
シ
片
グ
ァ
ニ
ア
地
方
白
製
鉄
業

に
依
存
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。



と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
地
方
に
発
述
し
て
い
た
製
鉄
業
は
、
す
で
に
産
薬

草
ム
叩
を
完
成
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
製
鉄
業
に
比
べ
る
と
、
生
産
力
は
著
し

く
劣
っ
て
お
っ
、
ま
た
こ
の
後
進
性
を
克
服
し
よ
う
と
い
う
意
欲
を
欠
い

て
い
た
。
と
い
う
の
は
独
立
革
命
後
も
、
ア
メ
リ
カ
は
イ
ギ
リ
ス
産
業
資

本
白
重
要
な
輸
出
市
場
で
あ
り
、
と
く
に
欽
お
よ
び
鉄
製
品
の
輸
入
量
は

常
に
全
消
費
の
約
凶
割
を
占
め
続
け
て
い
た
の
で
、
幼
稚
産
業
保
護
を
名

目
と
す
る
高
率
関
税
仇
、
却
っ
て
海
岸
地
方
の
製
鉄
業
者
を
不
当
に
俊
也

す
る
結
巣
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
ユ
ー
一
l
イ
Y
グ
ラ

Y

F
を
中
心
と
す
る
製
造
工
業
的
発
達
と
、

海
岸
地
方
の
製
鉄
業
の
停
滞
は
大
き
な
不
均
衡
で
あ
り
、
再
生
産
構
造
を

確
克
す
る
た
め
に
一
つ
の
極
恰
と
な
っ
て
い
た
こ
邑
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

註
川
一
八
一
六
年
以
後
、
エ
品

1
イ
γ
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
紡
積
機
械

の
使
用
は
一
般
的
と
な
り
、
二

0
年
代
な
か
ば
に
は
木
綿
工
業
は
全

〈
確
立
し
た
。

ロ

同

門

司

君

m
v
H
O

叶
宮
町
塁
内
、

H
E
同
shzsn同
町
O
N
E
S

足
お
お

whhah刊
誌
高
(
巴
印
戸

)
-
v
u
g
寸
∞
・
同

41・
H
E
Z
H四
回

1E

叶
n
N
3
q
同
三
。
ミ
久
手
、
『
き
な
礼
己
主
E
(
H
U
N
ω
)

同
省
出
j
U
N

(
安
芸
、
古
岡
訳
、
『
米
国
関
税
吏
』
二
六
|
二
七
頁
〉

ω
ジ
ョ
ベ
ル
、
釘
、
鉄
板
、
鈴
鉄
そ
の
他
。

開
円
相
の
恒
例
巴
町
。
と
い
吋
豆
諸
里
見
明
日
X
Q
喝、(日
U
M
O
)
同

U
M
U
W

ω
だ
い
た
い
十
八
世
紀
な
か
ば
に
は
東
部
マ
サ
チ
ュ
セ
ウ
ツ
の
沼
鉄

鉱
と
森
林
は
枯
渇
し
た
。

例
一
八
二
五
年
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
熔
鉱
炉
一
某
当

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
近
代
的
製
鉄
業
の
成
立

り
の
出
銑
並
を
比
較
ず
る
之
、
ア
メ
リ
カ
約
五
百
ト
ン
(
一
五

O
基

で
八
万
ト
ン
)
に
対
L
、
イ
ギ
り
ス
は
二
千
二
百
一
一
一
十
ン
で
あ
る
。

ハ
エ
リ
・
ア
目
メ
ン
デ
リ
ソ

γ
著
、
一

u

恐
慌
の
理
論
と
歴
史
』
第
一

分
附
所
械
の
基
本
的
統
計
指
標
上
り
計
算
)

例

タ

ウ

シ

γ

グ
に
よ
れ
ば
、
一
八
一
八
二
一
年
に
年
平
均
約
二
万

ト
ソ
、
二
二
二
七
年
に
約
三
万
ト
ン
、
二
八

l
三
口
年
に
約
四
万

γ

ン
が
輸
入
さ
れ
た
。
前
掲
青
山
四
六
頁
。

こ
れ
に
対
し
生
産
量
は
次
表
白
通
り
の

町け一
1
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一
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一
唯
一
蜘

m
m
m
山

町

問

問

問

問

一

れ

ぺ

一
4

一1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

一
i
-

M
W

タ
ウ
シ
ッ
グ
に
よ
れ
ば
、
鉄
一
ト
シ
当
り
の
関
税
は
、
一
八
二
人

三
二
年
に
は
一
二
ド
ル
五

0
セ
ン
ト
、
三
二
年
に
一

0
ド
ル
と
な

り
以
降
低
下
し
、
凹
二
年
に
約
五
ド
ル
六

0
セ
ン
ト
に
ま
で
な
っ
た

が
、
同
年
ふ
た
た
び
一

0
ド
ル
に
引
主
上
げ
ら
れ
る
。
一
八
四
六
年

に
は
約
T
1

ド
ル
包
五
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

同
国
内
生
産
価
格
し
乙
輸
入
価
格
と
の
差
組
以
上
白
高
率
関
税
は
、
阪

売
価
格
を
輸
入
側
格
/
一
フ
ス
関
税
の
臓
ま
で
ひ
き
上
げ
さ
せ
る
こ
と

と
な
り
、
国
内
生
産
者
に
特
別
の
超
過
利
潤
を
ゆ
る
し
た
が
、
京
部

海
岸
地
方
自
製
鉄
業
者
が
こ
の
高
率
関
税
政
簡
の
推
進
者
で
あ
っ
た
。

第
八
」
l

九
巻

第
一
ニ
ザ

五
五



ア
メ
り
カ
に
お
け
る
近
代
的
製
鉄
業
む
成
立

二
、
南
部
に
お
け
る
製
鉄
業
白
性
情

つ
ぎ
に
南
部
に
お
い
て
は
、
最
も
古
い
岡
山
史
を
も
っ
ヴ
ァ

i
ジ
ニ
ア
の

製
鉄
業
も
、
プ
ラ
ン
テ

1
シ
ョ
ン
経
済
構
造
の
枠
内
に
き
び
し
く
制
約
さ

れ
、
よ
り
以
上
の
発
展
は
妨
げ
ら
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
プ
ラ

γ
テ
シ
1

ョ
ン
経
諦
体
制
の
一
環
と
し
て
、
そ
の
体
制
強
化
の
契
機
で
あ

っ
た
。
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第
八
十
九
巻

第

号

五
六

一
般
に
南
北
戦
争
以
前
は
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
と
く
に
南
部
で
は
製
鉄

業
は
非
憶
に
分
散
酌
で
あ
り
、
典
型
的
に
地
方
的
川
途
の
た
め
に
製
造
し
、

抽
方
的
資
木
と
黒
人
労
働
却
を
使
州
す
る
小
工
場
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。

プ
ラ
ン
テ
l
シ
ヨ
ソ
の
制
限
さ
れ
た
操
業
の
必
要
が
製
鉄
業
を
基
本
的
に

は
支
配
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
鉄
道
も
結
局
は
.
フ
ラ
ン
テ
ー

ジ
ョ
ン
経
済
体
制
の
一
確
保
と
強
化
に
の
み
利
用
さ
れ
た
と
は
い
え
、
幾
つ

か
の
州
に
お
い
て
製
鉄
業
の
発
達
を
刺
峨
し
た
。
中
で
も
北
部
に
近
接
し

て
い
た
地
方
、
ケ
シ
タ
ッ
キ
ー
や
テ
ネ
シ
ー
で
は
有
望
で
あ
り
、
南
部
。

工
業
生
皮
力
の
悲
幹
と
な
っ
た
の
(
プ
ラ
ン
テ
シ
ョ
ン
経
済
の
枠
は
偲

4
 

南
部
ほ
ど
き
び
し
か
っ
た
白
で
あ
る
。
〕

レ
ず
れ
に
せ
よ
、
一
般
に
南
部
の
技
術
は
北
部
に
対
し
て
遅
れ
て
い
た

だ
け
で
な
く
、
産
業
資
本
を
成
長
さ
せ
る
刺
戟
が
欠
如
し
て
い
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
製
鉄
業
に
お
い
て
も
北
部
と
の
競
争
に
う
ち

か
つ
だ
け
の
意
慾
も
、
非
常
に
と
ぼ
し
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
ぞ
れ
ゆ
え
阿

0
年
代
以
降
、
ー
と
く
に
五

0
年
代
に
は
、
北
部
の
製

鉄
業
の
急
激
な
成
長
白
前
に
、
そ
の
狭
陸
な
自
己
の
市
場
す
ら
本
わ
れ
、

生
産
高
は
全
体
と
し
て
停
滞
ど
こ
ろ
か
減
退
さ
え
す
る
り
で
あ
る
。
こ
う

し
て
南
部
製
鉄
業
は
南
北
戦
争
後
に
再
編
さ
れ
る
べ
き
大
き
な
附
題
を
か

か
え
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

註

ω
永
田
啓
恭
「
拙
民
地
時
代
の
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
製
鉄
工
業
」
〈
社
会

経
済
史
宇
一
九
六

O
年
一
月
)

ω
円
片
山
由
里
邑
r
E
2
4「
百
出
品
目
H
H
O
ロ話。
H
F
2
F
ロヘ

E
Z



出
。
=
日
討
さ
同
町
田
E
Pご

u
g
m
H
Q豆、
s
t
c
h
M
O三
官
、
s
同
Z
E
ミ-

〈
且
阿
凶
〈
出
Q
N
H
V町
ド

E
l
N己
。

ω
円

HFz
山
ロ
ロ
唱
。
ロ

z
p
o
E
E
E
E
Z
E
r
oロ
E
E且
4

E
E
O吋
宣
ロ
ロ
E
C
Oロ
日
百
件
。
日
=
同
。
柿
色
、
s邑
。
H
M
N
E
S
O
S
R
2
E

E

5

2
国
号
号
、
ぐ
OHHH
沼

g
u
u叶
由

ω
た
と
え
ば
ア
ラ
パ
マ
は
石
炭
と
鉄
を
近
接
し
て
豊
富
に
も
っ
て
い

た
が
、
開
発
は
遅
れ
て
い
た
。

三
、
フ
イ
ヲ
デ
ル
ア
ィ
ア
資
本
と
東
部

ベ
ン

γ

ペワ
f

ニ
ア
製
鉄
業

こ
の
よ
う
な
海
岸
地
方
之
南
部
に
お
け
る
製
鉄
業
白
状
態
の
中
で
、
東

部
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
地
方
沖
植
民
地
時
代
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
な
お
ア

メ
リ
カ
製
鉄
業
の
中
心
的
地
位
に
あ
っ
た
。
初
期
製
鉄
業
は
市
場
へ
の
近

接
よ
り
、
む
し
ろ
原
料
資
源
、
水
流
に
対
す
る
地
の
利
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
が
大
き
か
っ
た
が
、
こ
の
地
方
は
そ
れ
ら
の
諸
条
件
を
充
分
に
満
足
さ

せ
た
の
み
な
ら
ず
、
市
場
町
条
件
も
と
く
に
発
達
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と

ほ
プ
イ
ラ
デ
ル
フ
イ
ア
の
資
本
と
製
鉄
業
白
聞
に
緊
密
な
関
係
を
生
じ
さ

せ
た
要
閃
で
あ
っ
た
ロ
当
時
の
大
都
市
近
辺
白
鉄
工
場
が
マ

l
ナ
ャ
ン
ト

.
ミ
日
?
と
よ
ば
れ
た
よ
う
に
、
鉄
加
工
工
程
が
両
人
に
支
配
さ
れ
て
い
た

ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
傾
向
は
製
鉄
工
程
に
お
い
て
も
一
般
的
で
あ
っ
た
。

と
い
う
の
は
、
当
時
白
木
炭
製
鉄
に
は
、
燃
料
の
士
め
に
よ
五
大
な
森
林
を

必
要
と
し
た
の
で
、
広
汎
な
森
林
地
所
有
の
基
礎
の
上
に
、
あ
ら
ゆ
る

ア
メ
リ
カ

ιお
け
る
近
代
的
製
鉄
業
の
成
立

製
鉄
・
加
工
工
程
の
ほ
か
に
労
働
者
の
食
糧
自
給
農
園
を
も
青
む
「
鍛
鉄

園
L
(
H
Eロ
E
P
E巳
E
る
と
い
う
経
営
方
式
が
、
す
で
に
桁
民
地
時
代

か
ら
成
ヰ
し
て
い
た
。
製
鉄
闘
の
経
営
は
、
お
お
ひ
ね
数
名
の
共
同
出
資

で
成
立
し
て
お
り
、
各
出
資
者
は
施
設
内
の
特
定
の
分
割
し
う
る
部
分
に

対
す
る
所
有
権
を
も
っ
て
い
た
。
彼
ら
む
中
の
一
人
は
、
製
鉄
閣
内
部
の

邸
宅
に
仕
ん
で
直
接
管
理
に
当
コ
た
k
い
わ
れ
る
が
、
多
く
の
ば
あ
い
、

出
資
者
は
フ
イ
ラ
デ
ル
プ
イ
ア
の
商
人
ま
た
は
上
層
階
級
の
革
有
名
人
で
あ

っ
て
、
と
く
に
間
人
で
あ
れ
ば
、
製
鉄
業
へ
の
投
資
は
、
彼
ら
の
事
業
の

一
部
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
ア
イ
ラ
デ
ル
フ
イ
ア
は
、
ボ
ス
ト
ン
尚

人
に
比
べ
て
よ
り
保
守
的
性
格
が
強
い
、
製
鉄
業
に
よ
る
利
益
は
、
製
鉄

園
に
再
投
資
さ
れ
る
よ
り
は
、
土
地
投
機
や
商
業
金
融
方
問

r流
れ
た
も

の
の
如
く
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
四

0
年
代
ま
で
は
、
東
部
ベ

y
y
ル
ゲ
ァ
ニ
ア
に
お
い
て

も
、
製
鉄
業
は
相
対
的
に
停
滞
し
て
お
り
、
製
鉄
親
方
一
八
回

E
目

1
E
E
Z
H
)

は
新
し
い
技
術
の
採
用
に
対
し
亡
梢
極
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
方
、
鉄

の
消
費
量
は
次
第
に
急
激
に
増
大
し
つ
つ
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
間
の
矛
庖

は
、
輸
入
量
を
増
加
す
る
か
、
そ
れ
と
も
生
産
構
造
そ
の
も
の
を
変
え
る

か
の
、
二
者
択
一
ー
を
強
く
要
請
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

許

ω
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
は
一
ー
缶
主
九
年
す
で
に
全
植
民
地
の
中
で
最

も
進
ん
だ
製
鉄
業
を
も
っ
て
い
た
。

ω
同
様
に
棒
践
は
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
バ

l
と
よ
ば
れ
た
ロ

ω
ロ
H
l
n
E
R
}日
同
叶
吉
凶
埼
玉
語
、
恒
久
弘
義

3
2
H
h
h
Q
V
i

第
λ
十
九
巻

第
三
号

五
七



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
近
代
的
製
鉄
業
の
成
立

EH円
引
句
持
論
守
国
勺

N
日
N
白
日
目

川
刊
製
鉄
闘
は
広
大
な
土
地
(
約
一
万
エ
ー
カ
ー
)
の
中
に
、
熔
鉱
炉
、

精
錬
所
、
裁
鉄
所
、
問
治
場
な
ど
の
ほ
か
に
、
燃
料
源
と
し
て
の
広

大
な
森
林
、
お
よ
び
住
宅
、
民
間
を
含
ん
で
い
た
ロ

】

出

7
2ロ
}
内
同
刊
誌
。
ミ
ミ
」

530え
君
刊
誌
喜
久
」
「
言
。
芸

人

A
N
N
A
h
E
}
]
U日
U
H
Aド
凶
]
同
仏
ゐ

M

w

d〈
印

2
0島
町
噴
き
ミ
ミ
見
室
長
E
m
S
E
E
Z
q
g
w
N
H邑

同
N
お
し
町
、
旬
、
同
町

D
斗
i
H

∞∞
P

M

M

H
斗

ω

仙

川

〉

門

出

5
E
m
H
h
v
m
~
4
M
b耐
え

λ
S
2
R
E
同
R
Sち
き
れ
』
門
前
、
』

同
》
唱
曲

ulmh肝

め
フ
イ
ラ
デ
ル
フ
イ
ア
商
業
資
本
の
保
守
性
は
、
木
綿
工
業
に
お
い

て
も
、
機
械
の
探
加
の
お
く
れ
、
あ
る
い
は
問
屋
仰
の
存
続
と
な
っ

て
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。

四
、
無
煙
炭
製
鉄
へ
の
促
進
契
機

製
鉄
闘
を
典
型
と
す
る
木
炭
製
鉄
の
生
産
構
造
を
変
革
す
る
契
機
は
、

無
煩
炭
鉱
の
大
規
模
開
発
と
鉄
道
建
設
か
ら
生
じ
た
。
こ
の
二
つ
の
分
野

に
刻
す
る
フ
イ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
資
本
り
流
入
を
刺
戟
し
た
一
般
的
背
長
に

は
、
一
八
三
七
年
の
恐
慌
以
後
に
展
開
す
る
独
立
自
宮
農
民
と
小
産
業
資

本
家
の
勃
興
が
あ
っ
た
こ
と
を
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
る
で
実
際

に
は
こ
の
促
進
は
、
ア
イ
ヲ
デ
ル
ア
イ
ア
尚
業
資
本
に
色
っ
て
一
つ
白
危

機
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
恐
慌
に
よ
る
土
地
投
機
白
崩
馳
に

よ
る
打
撃
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
以
前
か
ら
交
通
手
段
の
発
達
に
つ

第
八
十
九
巻

第
三
号

主
"司、

四

れ
て
、
フ
イ
ヲ
デ
ル
フ
イ
ア
の
内
陸
奥
地
に
対
寸
る
商
業
的
有
利
性
は
次

第
に
崩
れ
去
る
う
と
し
て
い
九
日
。
し
か
る
に
恐
慌
を
契
機
と
し
て
、
運
河

時
代
か
ら
鉄
道
時
代
に
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
国
内
交
通
は
、
一
段
Lr
一
そ
の

過
程
を
速
め
る
と
共
に
、
各
地
に
勃
興
し
き
た
っ
た
産
業
資
本
を
背
封
に
、

新
興
商
装
部
巾
の
攻
勢
品
、
こ
う
し
た
ア
イ
ラ
デ
ル
フ
イ
7
0
商
準
園
を

お
び
や
か
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
彼
ら
は
、
こ
の
危
機
に
対
応
す
べ
く
、
体
制
を
再
編
成
し
て
自

ら
の
勢
力
を
回
復
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
そ
白
方
策
と
し
て
、
鉄
道
に
よ

る
西
部
市
場
と
の
結
び
つ
き
の
強
化

ι、
運
河
時
代
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い

た
無
煙
炭
鉱
開
発
を
さ
ら
に
大
規
模
に
行
う
こ
と
に
の
り
だ
し
た
。

こ
う
し
て
一
八
六

0
年
代
ま
で
に
、
「
-
二

l
ヨ
1
タ
セ
ン
ト
ラ
ル

鉄
道
」
「
エ
リ
1
糊
鉄
道
」
「
ポ
ル
チ
モ
ア
U
オ
ハ
イ
オ
鉄
道
」
「
ペ
ン

シ
ル
グ
ァ
ニ
ア
鉄
道
」
白
四
線
に
よ
っ
て
、
ペ
ン
シ
ル
ゲ
ァ
ェ
ア
地
方
自

炭
田
の
聞
綻
お
よ
び
貫
通
、
そ
し
て
西
部
と
の
直
結
が
完
成
す
る
ロ
一
方

無
煙
炭
鉱
に
お
い
て
も
州
内
で
、
千
マ
イ
ル
に
や
ま
3
る
炭
鉱
連
絡
の
鉄
道

網
が
四
八
年
ま
で
に
完
成
し
、
炭
焼
内
の
鉱
山
体
呆
も
目
。
年
代
に
は
ほ

7
 

ほ
一
応
由
整
怖
を
と
げ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
う
し
た
事
態
の
発
展
が
最
初
か
ら
た
だ
ち
に
落
穴
な
鉄
の
生

産
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
い
。
初
期
の
鉄
道
お
よ
び
炭
鉱
白
設
備
の
う

ち
で
、
鉄
が
使
用
さ
れ
た
部
分
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
料
以8

 

製
の
レ
ル
は
専
ら
イ
ギ
リ
ス
か
ら
む
輸
入
に
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

木
炭
炉
の
低
い
生
産
能
力
は
、
こ
の
要
求

r応
じ
得
る
も
の
で
は
な
か
っ



9
 

t
L
、
レ
ー
ル
輸
入
に
対
す
る
関
税
上
の
催
遇
措
置
が
国
内
に
お
け
る
レ

ー
ル
生
産
へ
の
刺
戟
を
減
殺
し
て
い
た
こ
と
も
、
見
逃
せ
ぬ
迎
由
の
一
つ

で
あ
っ
た
。

鉄
道
佐
設
や
炭
鉱
開
発
と
い
う
促
進
要
闘
が
無
煙
炭
製
鉄
と
布
効
に
結

び
つ
く
に
は
、
内
的
な
契
機
白
成
熟
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
単
に
技
術
的
な
進
歩
だ
け
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い

D

技
術
の
点
で

い
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
す
で
に
十
八
世
紀
末
ま
で
に
悲
礎
燃
糾
の
石
炭

へ
の
転
換
を
完
了
し
て
お
り
、
ま
た
無
煙
炭
炉
に
有
利
な
熱
川
炉
の
発
明

ハ
刊
)

も
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
解
決
す
べ
き
多
少
の
悶
難

は
あ
る
に
し
て
も
、
ア
メ
り
カ
の
製
鉄
親
方
は
こ
れ
を
採
用
し
さ
え
す
れ

ば
よ
か
っ
た
。
こ
こ
で
必
要
な
の
は
国
内
の
鉄
需
要
の
哨
大
に
対
応
し
て

木
炭
製
鉄
へ
の
固
執
を
打
破
す
る
べ
き
、
製
鉄
親
方
た
も
の
積
極
的
な
革

新
へ
の
意
慾
で
あ
っ
た
。
一
八
四

0
年
代
は
そ
れ
が
培
養
さ
れ
、
発
注
し

て
ゆ
く
過
渡
期
の
開
始
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
ア
メ
り
カ
製
鉄
菜
に
お
け

る
産
業
主
可
の
端
的
な
表
現
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
ロ

註

ω
「
一
八
一
八
年
の
革
命
」
に
は
じ
ま
る
い
わ
ゆ
る
「
改
却
の
時
代
」
、

ジ
ヤ
ク
ソ
ニ
ア
ン
・
デ
モ
グ
ラ
ジ
ー
の
も
り
あ
が
り
は
、
独
立
自
営

農
民
を
基
擦
と
す
る
と
共
に
、
「
小
資
本
家
り
も
ろ
も
ろ
む
野
心
と

密
接
に
か
ら
み
あ
っ
て
い
た
。
」

R
、
ホ

l
フ
ス
タ
ッ
タ
l

『
ア
メ
リ
カ
の
政
治
的
伝
統
l
」
ハ
間

口
、
山
市
訳
〕
七
六
頁
。

ω
宇
高
基
輔
「
世
界
恐
慌
史
」
講
座
恐
慌
論
町
『
恐
慌
史
』
所
収
、

二
七

l
二
人
頁
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
近
代
的
製
鉄
業
白
成
立

川

W

ロ
垣
コ
m
E
-
同
包
一
言
ミ

z
s
a
o弓
c
h
z
ω
q
s
N町
内
ゐ
己
主
E-

同

U

]

U

N
寸
由
i
M
∞ロ

川
刊
ポ
ル
チ
ぞ
ア
、
シ
ン
シ
ナ
チ
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
、
ピ

v
ツ
パ

l
グ、

γ
カ
ゴ
白
各
都
市

G

M
W

無
煙
炭
鉱
の
開
発
は
一
八
三
四
年
頃
か
ら
運
河
会
社
白
手
に
よ
る

大
規
模
採
掘
が
始
ま
り
、
一
八
二
ひ
|
四

0
年
聞
の
採
炭
量
六
百
八

寸
万
ト
ン
に
対
し
、
四

O
l回
七
年
間
に
千
二
百
四
十
万
ト
ン
に
達

し
た
。

例
市
川
弘
勝
寸
ア
メ
リ
カ
銑
鋼
業
自
発
展
』
五
九
頁
。

切
炭
悶
を
縦
断
す
る
シ
キ
フ
ト
の
整
備
、
排
水
・
通
気
に
お
け
る
蒸

気
機
関
心
使
用
、
四
七
年
以
後
。
採
炭
機
の
採
用
な
ど
。

仙
川
レ

1
ル
輸
入
ト
ン
数
は
左
目
通
り
。

一

一

シ

一

一
査
一
ト
2

9

6

9

3

7

5

9

6

0

一

一
k

F

4

8

4

9

8

2

5

7

7

7

一

一
Y

コ
1

1

2

2

2

1

1

1

v

一

輸

一

ー

一

正

一

唯

一

脚

即

四

回

制

師

師

師

四

竺

欄

』

ン

r
H
H
H
H
I
l
l
-
H
H
I
l
l
-
-
H
H
H
H
H
H
I
l
l
-
-
1
1
1
i
ソ

一

:

一

シ

↑

リ

一E
E

τ

9

3

5

0

6

2

6

3

9

9

一

一
入
手
Z

2

2

1

1

2

1

2

6

一
ヲ

一

拍

↑

一

ン

「

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
l
i
-
-
I
l
l
1
1
1
一
メ

プ
一

l

J

i

:

;

i

j

;

l

一
(

一
誠
一

M

M

M
開

制

凶

M

M

M

M

一

;
一

l

1

1

1

1

1

1

1

1

1

一

ω
一
八
二
三

l
凶
一
年
聞
に
輸
入
さ
れ
、
実
際
に
蚊
設
さ
れ
た

ν
l

ル
は
、
知
税
と
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
関
税
の
全
額
の
民
税
が
容
認

第
八
十
九
巷

五

第

号

五
九



ア
ぇ
リ
カ
に
お
け
る
遅
代
的
製
鉄
業
白
成
立

き
れ
た
。
タ
ウ
シ

γ

グ
、
則
一
阻
害
一
一
一
一
一
頁
。

側
一
八
二
八
年
、
ニ

l

ル
セ
ン
が
イ
ギ
り
ス
で
熱
風
炉
を
発
明
し
、

す
ぐ
に
キ
ャ
ム
ベ
ル
が
ア
メ
り
カ
に
こ
れ
を
伝
え
た
。

五
、
無
煙
炭
製
鉄
と
市
場
構
造

こ
り
無
煙
炭
製
鉄
に
対
ず
る
先
駆
者
的
努
力
は
、
フ
イ
ラ
デ
ル
プ
イ
ア

鉄
南
人
と
直
接
間
接
に
関
連
の
あ
る
保
守
的
な
製
鉄
親
方
た
も
の
同
か
ら

よ
り
は
、
む
し
ろ
外
国
と
く
に
ベ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ユ
ア
と
地
質
的
に
似
た
ウ

ι
ル
ズ
か
ら
の
移
民
技
術
者
た
ち
か
ら
生
れ
た
。
と
れ
ら
移
民
技
術
者
た

ち
は
、
農
業
『
お
け
る
フ
ロ
ン
チ
ア
精
神
に
埴
子
る
革
新
的
意
気
に
燃
え

て
、
冒
険
的
試
み
を
実
現
ナ
る
野
心
を
い
だ
レ
て
い
た
の
で
あ
る
巴
し
か

し
そ
の
実
験
の
た
め
に
は
多
額
の
資
告
を
必
要
と
し
た
か
ら
、
彼
ら
は
ま

ず
自
ら
む
意
図
に
賛
成
し
、
財
政
的
握
幼
を
引
受
け
て
〈
れ
る
人
を
見
出

す
た
め
に
、
し
ば
し
ば
多
く
の
歳
月
を
徒
費
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

b
o
結

局
、
無
煙
炭
製
鉄
は
そ
り
よ
う
な
人
た
ち
の
一
人
で
あ
る
グ
レ
ー
ン
〔

c

n
E
E
(】

叶

E
H沼
田
)
〕
に
よ
っ
て
、
一
一
一

0
年
代
末
に
工
業
的
成
功
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

タ
ウ
シ
ツ
グ
は
、
木
炭
炉
か
ら
無
煙
炭
炉
へ
り
転
換
を
「
ア
メ
リ
カ
鉄

工
業
の
革
命
」
と
よ
ん
で
一
向
く
評
価
し
て
い
る
が
、
ま
こ
と
に
こ
む
こ
と

は
手
工
業
的
基
礎
に
立
つ
段
階
か
ら
、
工
場
制
生
産
の
段
階
へ
決
定
的
第

一
事
を
ふ
み
だ
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
ま
ず
「
ふ
い
ど
」
に
よ
る
原
始

的
送
風
は
熱
風
炉
に
切
替
え
ら
れ
る
と
共
に
、
溶
鉱
炉
は
大
型
化
し
、
こ

第
八
十
九
巻

ヨミ

第

号

ノ、。

れ

ι熱
回
収
お
よ
び
再
利
用
の
方
法
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
、
大
量
生
産
と

燃
料
の
効
率
増
進
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
為
。
さ
ら
に
重
要
な
こ

ιは、

こ
れ
ら
生
産
技
術
の
変
平
が
市
場
構
造
の
変
革
に
裏
ず
け
ら
れ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
い
う
り
は
、
無
蝉
炭
製
鉄
と
木
炭
製
鉄
の

生
産
技
術
上
に
お
け
る
根
本
的
相
違
は
、
前
者
が
大
量
生
産
的
技
術
へ
と

兎
展
せ
ざ
る
を
得
白
点
に
あ
り
、
し
た
が
っ
て
市
場
と
し
て
も
そ
れ
に
適

合
し
た
構
造
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

石
炭
は
、
木
炭
よ
り
不
純
分
を
多
く
含
み
、
治
金
の
際
に
品
質
を
お
主

す
結
果
と
な
っ
た
。
あ
る
程
度
ま
で
は
反
射
炉
や
パ
ド
ル
炉
の
改
良
に
よ

っ
て
減
じ
ら
れ
た
が
、
完
全
に
取
り
の
ぞ
く
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
の
こ
と

は
鍛
冶
職
人
、
農
民
な
ど
の
常
費
財
製
品
の
需
要
を
基
盤
と
す
る
鉄
商
人

に
と
っ
て
、
無
視
し
え
ぬ
難
点
と
し
て
映
じ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
ら
の

手
工
業
的
加
よ
技
術
O
た
め
に
最
も
適
し
た
鉄
と
い
う
り
は
、
木
炭
鉄
り

よ
ラ
に
純
度
目
高
い
、
い
わ
ば
あ
ら
ゆ
る
鉄
加
工
向
島
C
D
万
能
品
質
り
も

の

(
P
E
m
v
m
E骨
問
。
ロ
旦
己
Z
o
E
O
E
3
3
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
無
煙
炭
炉
は
そ
の
よ
う
な
鉄
に
代
っ
て
、
-
定

白
品
質
の
鉄
製
品
白
大
量
生
産
の
条
件
を
満
足
主
せ
る
よ
う
な
鉄
を
供
給

し
た
。
し
た
が
っ
て
無
煙
炭
製
鉄
は
、
農
村
の
鍛
冶
職
人
的
な
需
要
を
主

体
と
す
る
市
場
構
造
を
否
定
す
る
が
、
同
時
に
一
定
品
質
り
鉄
の
大
量
生

産
を
主
体
と
す
る
市
場
構
造
の
発
展
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
と
い
う
関
係

に
あ
る
。

鉄
道
の
拡
張
に
と
も
な
う
レ
l
ん
の
生
産
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
無
煙
炭



製
鉄
の
条
件
に
適
合
す
る
も
り
で
あ
っ
た
。
モ
れ
故
に
こ
そ
、
五

O
代
以

降
の
鉄
道
建
設
の
急
速
化
に
応
じ
て
、
よ
う
や
く
成
熟
し
き
た
っ
た
無
煙

炭
鉄
も
急
激
に
静
及
し
、
生
肢
も
急
テ
ン
ポ
で
噌
犬
し
わ
の
で
あ
る
。
一

八
王
六
年
に
は
木
炭
炉
豆
八

O
基
、
生
産
量
三
七
万
ト
ン
に
対
し
、
無
煙

炭
炉
一
一
二
基
、
生
産
量
四
四
万
三

0
0
0ト
ン
に
達
し
た
。
そ
の
ャ
っ
ち

鉄
道
ν
!
ル
は
一
八
万
ト
γ
で
あ
っ
た
。
同
年
、
鉄
道
レ
ー
ル
は
一
八
五

一
年
の
一
七
万
七

0
0
0キ
ロ
の
二
倍
に
あ
た
る
三
五
万
四

0
0
0キ
ロ

と
な
っ
て
お
り
、
前
年
O
Z
五
年
と
比
べ
て
も
五
、
八

0
0キ
ロ
の
増
加

で
あ
る
。
そ
の
年
の

ν

ル
輸
入
は
一
五
万
五

C
C
Oト
γ
で
あ
っ
士
か

ら
、
五
割
以
卜
は
園
内
生
産
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

事
実
か
ら
、
こ
の
年
ま
で
に
無
煙
炭
鉄
は
木
炭
鉄
に
代
っ
て
支
配
的
な
地

位
主
獲
得
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
無
煙
炭
炉
一
二
一
基
の
中
、
九
三
基

を
白
出

t
東
部
へ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
-
一
ア
の
無
煙
炭
田
に
近
接
し
た
地
方
の
製

鉄
染
が
、
一
挙
に
ア
メ
リ
力
製
鉄
業
町
中
心
的
地
位
に
の
し
あ
が
っ
た
こ

と
を
知
り
う
る
。

註

ω
た
と
え
ば
パ
ド
ル
炉
を
ア
メ
リ
カ
に
伝
え
ん
主
し
た
ル
イ
ス

(
叶
げ
O
目
E
E
E
ω
)、
無
煙
炭
製
鉄
に
成
功
し
た
ク
レ

l
y

(
0
0
。
品
。
ロ
H
E
g
)
な
ど
。

ω
ル
イ
ス
(
前
出
)
が
バ
ド
ル
炉
を
ア
メ
リ
カ
に
伝
え
る
た
め
に
自

丹
の
計
画
を
援
助
す
る
製
鉄
親
方
を
探
し
た
が
、
東
部
で
は
遂
に
見

出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
西
部
ベ

γ
シ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
に
辛
う
じ
て
見
出

し
得
た
。

l
巧
司

2
E
Z罰
百
ロ
同

zb
喜
弘
ロ
与
さ
目
。
宮
内
邑

同寄せ。
ehNE
。芯』
]
v
-
u
N
U
日九時

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
近
代
的
製
鉄
業
の
成
立

無煙炭鉄の生産

|無煙炭鉄 l木炭鉄 uiiF高と鉄道建設

1無生煙産炭蝕高i建鉄ヰ2道設キ7ロ高炉[生産高 高炉 l生産高

1854 I 339，4'話
339，4ト35シ 342，2i98 シ

トーy
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1855 1 381，8661 5目8

109 381，866 612 339，922 48 62，390 
1856 1 443，1131 4.0 

121 443，113 416 370，470 43 69，554 
1857 1 390，3851 4.0 

121 390，385 416 330，321 43 77，451 
1858 1 361，4301 2.9 

121 361，430 417 285，313 45 58，351 
1859 1 471，7451 3.0 

419 284，041 55 84，811 
1860 1 519，211 

125 1 519，211 417 278，331 59 122，228 

ibld.， p. 284 メンデリソン，前掲害
前 掲 苔
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
近
代
的
製
鉄
業
の
成
立

ω
一
八
三
六
年
、
熱
風
炉
に
よ
る
無
同
炭
製
鉄
O
実
験
は
成
功
し
、

一
八
三
九
年
さ
ら
に
実
験
を
完
全
に
し
た
上
で
、
ク
レ
ー
ン
は
一
八

四
O

四
二
年
に
リ
ハ
イ
・
ク
レ
ー
ン
製
鉄
会
社
を
帆
道
に
む
せ
た
。

出
毛
mv
ロr
H
ケ
H
C
司
旬
日
出
寸
日
寸
H

仙
川
タ
ウ
シ
ッ
グ
前
掲
需
一
一
六

E
。

川

W

C
翌
日
目
目

E
ロ
告
丸
一
3

N

N

N

由

川
何

]
V

門

司

己

E
2
=
3
1
0
2
5
F
O
何
日
ぞ

E
F
E
H
m
r

同
円
。
日

H

ロ
E
1
4也
、
」
司
王
宮
司
書
内
匂
宮
古
苦
言
問
E
S
Q
霊
式
同

a
Eミ

司
]
V
A
H
N
A
p
b山
町

六
、
昨
青
炭
鉄
・
コ
ー
ク
ス
鉄
の
拾
頭

鉄
道
レ
ル
生
産
を
基
軸
と
ず
る
無
煙
炭
鉄
の
増
大
が
東
部
ベ
シ
シ
ル

ヴ
ァ
一
一
ア
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
こ
し
し
は
、
ア
パ
ラ
チ
ャ
山
脈
に
豊
富
に

埋
蔵
さ
れ
る
濫
青
炭
の
製
鉄
へ
の
利
用
へ
の
直
接
的
契
機
と
な
っ
た
。
木

炭
銑
は
な
お
五

0
年
代
半
ば
ま
で
高
炉
数
も
生
産
一
両
も
増
加
し
て
い
た
が
、

丘
七
年
白
恐
慌
以
後
は
相
対
的
に
も
絶
対
的
に
も
減
少
し
、
も
は
や
決
定

的
な
後
退
を
み
せ
て
い
る
の
に
ひ
き
か
え
、
無
煙
炭
鉄
、
と
濫
青
炭
コ
ー
ク

ス
鉄
は
、
五
九
年
に
早
く
も
恐
慌
の
わ
並
か
ら
回
復
し
、
急
激
な
上
昇
に

転
じ
て
い
る
。
と
く
に
締
官
炭
コ
グ
ス
鉄
は
、
比
重
こ
そ
ま
だ
少
い
が
、

増
加
率
は
こ
れ
以
後
、
年
と
共
に
大
き
く
な
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
何

を
物
語
る
も
の
で
あ
ゐ
う
か
。

ま
ず
木
炭
鉄
が
、
無
煙
炭
鉄
の
一
圧
迫
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
ば
ら
く
存

第
八
イ
九
巻

ノ、

第

号

~~‘ ノ、

続
し
得
た
理
由
の
一
つ
は
、
さ
き
に
白
ベ
た
木
炭
鉄
の
基
盤
で
あ
っ
た
特

異
の
市
場
構
造
炉
、
南
部
お
よ
び
西
部
に
お
い
て
な
お
容
易
に
は
崩
れ
去

ろ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
1

乙
で
あ
る
。
し
か
し
、
鉄
道
の
西
部
へ
の
拡
大
と

そ
れ
に
と
も
な
う
国
内
市
場
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
と
く
に
五
七
年
白
恐
慌

以
降
、
急
テ
ン
ポ
に
市
場
構
造
の
転
換
が
進
行

L
、
そ
れ
k
共
に
木
炭
鉄

の
生
産
も
後
退
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

経
青
炭
コ

1
ク
月
鉄
の
ば
あ
い
は
、
こ
の
過
程
の
進
行
を
通
じ
て
、
木

炭
鉄
を
排
除
す
る
内
的
な
力
と
し
て
発
生
し
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
無
煙

炭
鉄
の
東
部
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
地
方
へ
の
集
中
に
対
抗
し
つ
つ
、
よ
り

広
汎
な
各
地
の
工
業
化
、
之
直
接
に
結
び
つ
い
て
勃
興
し
き
っ
た
こ
ー
と
が
注

目
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
全
国
的
な
製
鉄
業
の
勃
興
の
気
進
を
む
か
え
る
中
に
、
西

部
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ユ
ア
は
ま
だ
た
め
ら
い
が

b
に
状
勢
を
な
が
め
て
い
た
。

ピ
γ

ツバ

l
グ
は
熔
鉱
炉
を
も
た
ず
、
コ
ネ
ル
λ
ヴ
イ
ル
の
大
炭
刊
は
活

用
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
五
一

υ年
代
末
、
機
熟
し
て
乙
こ
に
大
き
な
転

換
が
は
じ
ま
っ
た
時
、
ア
メ
リ
カ
鉄
鋼
業
に
と
っ
て
も
ふ
た
た
び
新
し
い

第
一
歩
が
ふ
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
至
る
過
程
は
、
ア
メ
リ
カ

鉄
鋼
業
の
歴
史
の
巾
で
の
重
要
な
一
こ
ま
で
あ
り
、
そ
の
発
展
の
性
格
と

止
一
思
議
の
一
許
価
は
ピ
ヅ
ツ
バ
グ
の
そ
の
後
の
急
激
な
成
長
を
把
握
す
る
た

め
の
、
前
提
た
る
パ
き
も
の
で
あ
る
。



七
、
西
部
ベ

γ
ジ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
製
鉄
業
一

ω性
格

西
部
ベ
ン
仔
ノ
ル
グ
ァ
ニ
ア
地
方
の
特
質
は
、
ア
レ
ゲ
ユ
山
脈
に
よ
っ
て

海
岸
地
方
と
の
交
通
を
遮
断
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
東
部
の
社
会
よ
り
は
、

む
し
ろ
広
大
な
西
部
の
閃
拓
民
白
世
界
E
同
質
性
を
保
っ
て
い
る
点
に
あ

っ
た
。
そ
の
工
業
的
お
よ
び
商
業
的
中
心
は
ピ
γ

ツ
パ

l
グ
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
ほ
か
に
は
社
会
的
分
業
の
進
ん
だ
尚
工
業
都
市
に
乏
し
く
.
住
民
白

大
部
分
は
農
業
に
従
山
守
し
て
い
た
。
製
鉄
業
は
あ
る
に
は
あ
っ
た
が
、
半

農
半
工
的
性
格
が
強
く
、
豊
富
な
鉄
鉱
石
、
と
森
林
資
源
、
さ
ら
に
石
炭
に

め
ぐ
ま
れ
な
が
ら
、
東
部
と
異
り
、
多
〈
の
小
規
模
な
木
炭
炉
が
分
散
し
、

地
方
的
な
何
人
資
本
が
頻
繁
な
交
代
を
重
ね
て
い
た
の
で
あ
ふ
白
彼
ら
の

製
品
は
お
お
む
ね
半
製
品
目
段
階
に
と
ど
ま
り
、
こ
れ
や
ピ
y

ツ
パ

l
グ

に
運
搬
し
て
完
成
品
官
製
造
す
る
と
い
う
事
情
に
な
っ
て
い
た
u

要
す
る

に
西
部
d
y
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
白
製
鉄
業
は
、
圧
延
お
よ
び
完
成
品
製
造
部

門
を
う
け
も
つ
ピ
y

ツ
バ

l
グ
を
頂
点
と
し
、
そ
れ
に
半
製
品
古
供
給
す

る
近
隣
諸
邦
の
農
村
に
お
け
る
木
炭
炉
を
底
辺
に
も
つ
去
い
っ
た
、
メ
カ

一
一
ズ
ム
を
形
成
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
メ
カ
ュ
ズ
ム
が

形
成
さ
れ
た
歴
史
的
契
機
は
、
ピ
ヅ
ツ
バ

l
グ
に
お
け
る
急
速
な
工
業
的

な
ら
び
に
商
業
的
な
発
展
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
し
て
そ
の
発
展
の
性
格
は
、

海
岸
地
方
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
、
農
業
と
D
関
係
が
密
接
で
あ
っ
た
こ
と

が
、
基
本
酌
に
重
要
で
あ
る
。

ピ
ッ
ツ
バ

l
グ
は
西
部
へ
の
門
戸
と
い
う
地
理
的
重
要
性
か
ら
、
フ
イ

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
近
代
的
製
鉄
業
の
成
立

ラ
デ
ル
フ
イ
ア
の
街
館
宇
投
機
的
毛
皮
取
引
の
出
張
所
と
し
て
繁
栄
を
開

始
L
b
ば
か
り
で
な
く
、
肥
沃
な
農
業
地
帯
の
心
臓
部
に
位
置
す
る
関
係

か
ら
、
西
部
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
農
民
の
農
産
物
の
仲
琳
商
人
主

L
て
の

役
目
を
負
わ
さ
れ
て
い
h
a
こ
う
し
た
二
つ
の
方
向
か
ら
、
。
ヒ
ヅ
ア
パ

l

グ
の
発
展
に
は
、
最
初
か
ら
商
業
的
色
彩
が
強
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
同
じ

要
因
が
同
時
に
、
工
業
の
発
展
と
術
接
に
結
び
つ
い
た
点
に
注
目
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
西
部
へ
の
空
通
D
生
命
線
た
る
、
、
シ
シ
ッ
ピ
河
水
系
白
分
岐

点
に
位
す
る
と
い
う
そ
の
重
要
性
が
、
ピ
y

ツ
パ
グ
を
東
部
商
業
資
本

町
一
西
部
に
対
す
る
仲
継
商
業
地
と
し
て
発
展
さ
せ
る
と
共
に
、
お
の
ず
か

ら
そ
の
商
業
的
目
的
に
骨
致
し
た
完
成
品
白
製
造
を
中
心
と
し
て
、
進
ん

だ
社
会
的
分
業
を
開
花
芹
せ
た
の
で
あ
る
。
中
で
も
鉄
製
品
は
、
十
八
世

粗
末
ま
で
に
定
住
し
た
数
多
く
の
鍛
冶
職
人
の
手
に
よ
川
て
、
原
新
民
の

要
求
す
る
あ
ら
ゆ
る
品
日
目
製
品
が
作
り
だ
さ
れ
て
い
わ
。
そ
れ
ば
か
り

で
な
く
、
西
部
辺
境
へ
の
絶
え
ざ
る
拡
大
遅
詞
の
結
果
、
す
で
に
定
住
地

と
な
っ
た
西
部
に
は
、
常
に
小
鍛
冶
職
人
を
生
み
出
し
て
い
た
か
ら
、
ピ

y

ツ
バ

1
グ
に
も
、
単
な
る
鍛
治
職
人
白
畑
集
地
、
開
拓
民
へ
の
鉄
製
品

の
供
給
者
と
し
て
の
役
目
白
上
に
、
こ
れ
ら
西
部
の
小
鍛
冶
職
人
の
原
料

鉄
を
も
補
給
す
る
基
地
と
し
て
の
責
務
が
、
必
然
的
に
附
加
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

工
業
化
の
進
展
は
ピ
ヅ
ツ
バ
グ
の
商
業
そ
れ
自
身
の
要
求
で
も
あ
っ

た
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
位
置
が
東
部
と
西
部
と
の
結
節
点
だ
と
い
う
も

第
八
十
九
巻

九

第
三
号



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
近
代
的
製
鉄
業
の
成
立

の
の
、
実
質
的
に
は
東
部
の
商
業
資
本
に
奉
仕
さ
せ
ら
れ
る
商
の
み
が
多

い
己
主
に
強
い
反
感
を
も
ち
は
じ
め
て
い
た
の
で
、
彼
ら
は
工
業
化
に
よ

っ
て
自
ら
の
立
場
を
強
固
に
す
る
こ
と
を
欲
し
た
の
で
あ
h
G
ま
た
東
部

と
白
対
抗
の
み
な
ら
ず
、
勃
興
し
つ
つ
あ
る
仙
の
中
小
都
市
と
り
競
宇
上

か
ら
も
、
そ
の
基
礎
と
し
て
の
工
業
化
は
重
要
不
可
欠
白
方
策
と
な
っ
た
。

そ
れ
は
時
勢
の
要
求
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
て
ピ
ソ
ツ
バ

l
グ
は
、

西
部
市
場
に
た
い
す
る
商
業
閤
確
立
の
要
求
か
ら
、
す
で
に
も
っ
て
い
た

鉄
工
業
を
さ
ら
に
拡
大
す
べ
く
、
前
進
し
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

十
九
世
紀
J

初
到
に
は
、
こ
の
勤
き
は
と
く
に
活
畿
で
あ
っ
た
。
一
八
一

二
年
、
こ
り
地
に
七

O
馬
力
の
蒸
気
エ
ン
ジ
ン
を
備
え
た
工
場
が
設
立
さ

れ
、
圧
延
機
、
裁
鉄
機
、
動
力
ハ
ン
マ
が
活
動
を
開
始
し

t
。
そ
れ
と

共
に
、
そ
れ
主
で
近
隣
の
炉
か
ら
梓
鉄
の
形
で
も
た
ら
き
れ
て
い
た
鉄
は
、

ブ
ル
ー
ム
主
よ
ば
れ
る
錬
鉄
の
厚
板
で
運
ば
れ
、
圧
延
丁
場
で
容
易
か
っ

廉
価
に
種
々
の
大
き
さ
の
棒
鉄
や
薄
板
に
加
工
さ
れ
た
。
一
八
一
六
年
、

ハ
ド
ル
炉
が
事
入
さ
れ
る
と
、
工
程
は
さ
ら
に
一
段
原
料
段
階
に
近
く
な

り
、
農
村
白
木
炭
炉
か
ら
山
た
カ
ス
ト
・
ピ
ツ
グ
の
形
で
ピ
γ

ツ
パ
!
グ

に
運
搬
さ
れ
る
よ
う
に
な
コ
士
。
つ
ま
り
こ
う
し
て
ピ
少
ツ
パ

I
グ
は
完

成
品
の
段
階
か
ら
精
鋭
工
程
を
次
第
に
包
含
し
て
、
そ
れ
ま
で
小
規
模
な

炉
で
行
わ
れ
て
い
た
精
錬
作
業
を
吸
収
し
、
こ
れ
を
よ
り
大
規
快
化
し
、

工
場
制
作
業
へ
と
変
革
せ
し
め
る
過
程
を
遂
行
し
た
。
ぞ
れ
と
共
に
、
農

村
の
木
炭
炉
の
方
は
、
ピ
y

ツ
パ
グ
に
銑
鉄
を
供
給
す
る
乙
と
に
よ
っ

て
な
り
立
つ
と
い
う
、
さ
き
に
の
ベ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
形
成
さ
れ
て
い
っ

第
八
十
九
巻

。
第
三
サ

六
四

た
わ
け
で
あ
る
。
一
八
二

0
年
代
か
ら
五

0
年
代
に
か
け
て
、
こ
の
関
係

は
基
本
的
に
は
変
化
が
な
か
っ
た
と
い
っ
ヤ
よ
い
。

鉄
工
業
は
こ
の
よ
う
に
圧
延
工
程
、
精
錬
工
程
を
中
心
に
ピ
ッ
ツ
パ

l

グ
第
一
の
産
業
に
位
し
て
い
た
が
、
前
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
市
場

内
基
盤
は
西
部
と
O
交
易
に
あ
り
、
良
器
具
の
生
産
に
基
軸
が
お
か
れ
て

い
た
。
す
で
に
三

0
年
代
か
ら
、
農
業
に
お
い
て
は
木
製
撃
か
ら
鉄
製
翠

へ
の
移
行
が
次
第
に
急
速
化
し
つ
つ
あ
っ
か
。
そ
れ
に
つ
れ
て
、
そ
れ
ま

で
農
家
の
自
給
に
た
よ
っ
て
い
た
農
器
具
の
生
産
は
、
工
場
生
障
に
転
換

さ
れ
、
ピ
ッ
ア
パ
グ
の
工
場
は
、
こ
れ
ら
を
大
量
か
っ
低
廉
に
作
り
山

L
て
、
農
器
具
生
産
の
中
心
地
と
な
っ
た
こ
k
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
っ

任
。
一
人
二
九
年
、
こ
こ
に
当
件
最
大
の
布
製
造
工
場
が
設
立
さ
れ
、
一

八
三
六
年
に
は
蒸
気
機
関
を
利
川
し
て
、
一
日
に
百
個
の
翠
を
作
る
ほ
ど

に
な
っ
た
。
こ
の
翠
は
低
部
ミ
シ
ジ
y

ピ
地
峡
と
、
間
部
南
部
に
連
な
る

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
農
民
た
ち
の
必
需
品
で
あ
っ
て
、
彼
ら
地
ほ
と
ん

ど
そ
の
全
需
要
量
を
ピ
ヲ
ツ
ハ
ク
に
あ
お
い
で
い
た
の
で
あ
る
。

註

ω
多
く
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
サ
プ
に
よ
る
共
同
経
営
で
あ
り
、
し
ば
し

ば
成
員
は
交
替
し
、
解
体
し
た
。

川

W

出
ロ

Z
2
4
Z
}

ω
ロ

何

回

2
百
円
、

E
6
5空
二
円
-LSN
苦
言
古
色

b
E
E
C
M
F
2
主

h
h
由
。

ii~』
山
山
由
】

]
U
H
U

】

ω

ω
P
5
2
2弘
、

3

5

ω
一
八
三
六
年
、
商
業
取
引
三
千
百
万
ド
ル
に
一
刈
し
工
業
生
産
は
一



千
六
百
万
ド
ル
。

ω
ピ
ッ
ツ
パ

l
グ
は
ア
リ
ゲ
ユ
河
と
モ
ノ
ン
ガ
エ
ラ
河
が
合
流
し
て
、

オ
ハ
イ
オ
何
を
形
成
す
る
渓
谷
の
搭
合
点
に
位
置
を
し
め
る
。

的
た
と
え
ば
、
釘
、
ジ
ョ
ベ
ル
、
火
鉄
、
鍬
、
鎌
、
動
、
斧
、
フ
ラ

イ
パ
ン
、
ナ
イ
プ
、
万
力
、
鍾
、
大
錐
、
の
み
、
鍵
、
や
す
り
、
コ

l
ヒ
ひ
き
、
把
千
。

同
同
日
目
H

S主
』

同

)

仏

ω
H
U
E
s
b
N
O
N
F
H
V
H
3
 

川
仰
ピ
y

ツ
パ

l
グ
発
展
白
経
過
は
試
の
通
り
。

一
八
二
九
年
、
圧
延
工
場
数
八
、
六
千
ト
ン

O
塊
鉄
と
一
万
五
千

ト
ン
の
銑
鉄
を
消
費
、
庄
延
鉄
生
産
、
六
、
二
一
七
ト
ン
。

(
一
人
二
八
年
、
一
ニ
、
三
九
一
ト

γ
、
一
八
一
一
一

O
年
、
九
、
二
八

二
ト
ン
〉

一
人
三
六
年
、
作
業
中
の
圧
延
工
場
数
九
、
鋳
造
工
場
、
蒸
気
機

関
工
場
、
機
械
工
場
会
計
一
入
。
!
?
そ
E
W
S
Eヨ
HVHV
弓
十
当
日

ω
一
八
三
九
年
に
ピ
ア
ッ
パ
ー
グ
口
主
産
業
は
、

性

四

、

九

四

六

千

ド

ル

馳

維

五

三

六

H

ガ

ラ

ス

五

三

O

H

機

械

四

四

回

H

金

物

三

五

二

げ

同
E
Z円
札

守

主

唱

ゆ
こ
れ
ら
二
工
場
は
分
業
が
非
常
に
高
度
に
行
わ
れ
て
お
り
、
二
工

場
で
合
計
一
年
に
三
万
四

0
0
0個
凸
撃
が
作
ら
れ
た
。
一
八
三
六

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
近
代
的
型
鉄
業
。
成
立

年
草
製
造
業
は
ピ
γ

ツ
バ
I
グ
肥
お
け
る
産
業
の
第
五
位
に
あ
り
、

生
産
額
は
一
七
万
四

0
0
0ド
ル
に
達
し
た
。

尚

昆

asN念
日
言
語
句
え

Z
G
q
s
N
N
E
-呈
2

2

H
∞
呂

同
誌
吉
守

()2HZL32]{司可。一《
E
E
Zロ
}

(
吋
宮

八
、
五

0
年
代
に
お
け
る
ピ
ッ
ツ
ハ

1
グ
の
変
容

五

0
年
代
、
つ
い
に

ν
ル
の
園
内
生
産
を
基
軸
と
し
て
本
格
的
開
花

期
を
む
か
え
た
無
届
炭
製
鉄
は
、
ピ
ッ
ツ
パ

l
グ
に
新
し
い
対
決
を
迫
っ

た
。
西
部
市
場
、
と
鉄
工
業
の
そ
れ
ま
で
の
関
係
に
お
け
る
商
業
的
な
も
の

を
な
お
白
ら
り
基
盤
と
す
る
か
、
こ
れ
ま
で
の
製
鉄
業
の
体
制
を
否
定
し
、

新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
道
を
と
る
か
で
あ
る
。
当
初
ピ
ッ
ア
パ

1
グ
は

明
ら
か
に
前
者
の
方
に
傾
い
て
い
た
。
そ
う
さ
せ
た
も
の
は
司
前
。
商
業

的
利
益
に
固
執
し
た
商
人
的
保
守
性
に
仕
か
な
ら
な
か
っ
た
。

け
れ
ど
も
鉄
道
の
発
達
は
、
そ
の
よ
う
な
関
係
り
基
盤
を
破
壊
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
対
す
る
執
若
を
も
無
意
味
な
も
り
と
な
し
つ
つ
あ

っ
た
。
鉄
道
の
西
部
へ
の
払
大
は
、
こ
れ
主
で
西
部
製
鉄
業
を
保
護
す
る

役
目
を
も
っ
た
高
額
の
運
釦
を
急
激
に
低
下
さ
せ
、
無
煙
炭
炉
の
普
及
は

ま
す
ま
す
木
炭
炉
内
没
落
を
は
や
め
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
五

0
年
代
に
い
た
っ
て
も
西
部
ペ
ン
シ
ル
グ
ァ

ι

ア
に
木
炭
炉
が

新
し
く
建
設
さ
れ
た
己
主
は
、
ピ
ヲ
ツ
パ

1
グ
製
鉄
業
に
お
け
る
保
守
的

性
格
を
語
る
も
の
ー
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
保
守
性
が
打
破
さ
れ
る
た
め
に
は
、
外
的
契
機
の
成
熟
と
結
び
つ

第
八
十
九
巻

第
一
一
号

ノ、
五



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
近
代
的
製
鉄
業
の
成
立

く
べ
き
、
ピ
Y

ツ
バ

l
グ
自
体
の
内
部
変
革
の
機
運
の
も
り
上
り
が
必
要

で
あ
っ
た

Q

そ
し
て
そ
の
変
平
の
主
体
と
な
η

た
も
の
は
、
商
人
的
色
彩

白
強
い
製
鉄
親
加
で
は
な
く
て
、
新
し
く
製
鉄
業
を
開
始
し
た
人
た
一
ゆ
同
一
で

あ
り
、
彼
ら
の
資
本
は
お
お
む
ね
他
の
分
野
の
蓄
積
を
転
換
す
る
こ
k
に

よ
っ
て
拡
充
さ
れ
た
ロ
中
で
も
委
託
運
送
業
は
、
約
四
世
紀
に
わ
た
り
、

運
河
を
利
用
し
て
ピ
y

ツ
バ
!
グ
を
西
部
市
場
と
結
ぶ
最
も
有
利
な
商
業

的
活
動
の
一
つ
で
あ
っ

h
o
し
か
し
、
こ
れ
に
利
用
さ
れ
て
い
た
ベ
ゾ
シ

ル
ヴ
ァ
ニ
ア
運
河
は
、
鉄
遣
の
拡
張
と
共
に
急
速
に
そ
の
意
義
を
喪
失
し
、

つ
い
に
一
八
五
七
年
、
ベ
ソ

γ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
鉄
道
が
こ
の
運
河
を
買
収
す

る
に
お
よ
ん
で
、
委
託
運
送
業
の
基
盤
主
奪
う
に
い
た
っ
た
。
そ
こ
で
こ

れ
に
た
」
f
さ
わ
っ
て
い
た
人
々
は
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
乙
資
本
己
主
他
D

分
野
に
ふ
り
む
け
る
乙
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
白
ば
あ
い
、
い
く
つ

か
の
実
例
は
、
製
鉄
業
が
そ
の
墓
妻
な
受
益
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
興
味
深

く
語
っ
て
い
る
。

彼
ら
は
フ
イ
ヲ
デ
ル
ア
イ
ア
商
業
資
本
の
よ
う
に
資
本
の
一
部
だ
け
を

製
鉄
業
に
投
資
し
た
り
で
は
な
く
、
技
術
者
あ
る
い
は
共
同
出
資
者
と
共

に
、
実
際
の
経
曽
に
当
っ
た
の
で
あ
り
、
技
術
の
改
良
に
も
積
極
的
で
あ

っ
加
。
主

0
年
代
末
に
は
こ
う
い
う
人
達
を
中
心
に
、
商
人
的
保
守
性
に

対
抗
し
士
新
し
い
活
気
が
感
じ
ら
れ
は
じ
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
沖
明

白
な
表
現
は
五
九
年
の
ピ
ッ
ア
パ

l
F
設
初
の
熔
鉱
炉
建
設
で
あ
っ
刀
、

こ
れ
こ
そ
東
部
の
無
煙
炭
炉
に
対
抗
し
て
こ
れ
を
圧
倒
し
た
飛
躍
的
な
発

展
の
第
一
歩
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
さ
き
に
述
べ
た
如
く
、
周

第
八
十
九
巻

第

号

六
六

辺
の
木
炭
炉
を
底
辺
と

L
、
西
部
市
場
と
の
結
び
つ
き
を
基
詞
と
す
る
、

ピ
ッ
ツ
パ

1
グ
製
鉄
業
の
古
島
C

メ
カ
ユ
ズ
ム
を
否
定
し
て
、
そ
こ
に
質
的

転
換
を
促
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
各
地
域
に
分
散
し
て
い
た
国
内
市

場
を
急
速
に
統
一
す
る
産
業
資
本
主
義
の
高
ま
り
を
舞
台
に
し
て
、
ピ
ッ

ツ
パ
グ
は
強
力
に
集
中
し
た
生
産
構
造
を
形
成
し
、
急
テ
ン
ポ
の
発
展

の
土
台
を
き
』
ず
い
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ピ
ツ
ア
パ

l
グ
の
そ
円
後
の
急
激
な
発
展
は
、
豊
富
な
原

料
資
源
に
近
い
と
い
う
恵
ま
れ
た
立
地
条
件
平
、
時
代
の
影
響
に
負
う
と

こ
ろ
も
多
い
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
ピ
ヅ
ツ
パ

l
グ
の
発
展
の
性
格
、
木

炭
鉄
の
生
産
構
造
・
市
場
構
造
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
そ
れ
を
否
定
し
変
革
す

る
新
し
い
内
的
契
機
凸
成
熟
の
意
義
が
把
握
さ
刊
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
り

で
あ
る
。

註

ω
z
c
E
2
4
2司

ω
一
八
三
五
年
当
時
、
ピ
Y

ツ
バ

l
グ
日
フ
イ
ラ
デ
ル
フ
イ
ア
の
貨

物
運
賃
は
一
ポ
ン
ド
に
つ
き
約
一
セ
γ
ト
、
す
な
わ
ち
一
ト
ン
当
り

一
一
一
ド
ル
と
な
り
、
銑
鉄
心
価
ww
三
0
ド
ル

ι対
し
、
着
地
で
は
五

一
一
ド
ル
、
約
一
、
七
倍
に
な
る
。

ω
回
当

E
W
ま
F
3
H
1寸
iH叶∞

川
刊
製
鉄
親
方
自
出
身
、
あ
る
い
は
前
職
は
、
そ
の
半
分
以
上
が
商
人

的
職
業
に
関
係
が
あ
り
、
技
術
的
知
識
を
も
つ
も
の
は
稀
で
あ
っ
た
。

ω
一
八
ご
六
年
、
ピ
ツ
ツ
バ

l
グ
に
お
け
る
委
託
業
は
約
六
百
万
ド

ル
.
同
年
の
鉄
の
生
産
高
に
ほ
と
ん
ど
匹
敵
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
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早
口
円
。
ω
ミ
手
応

H
G
足
立
E
h
c
h
h
n
C
5
L

言
尽
き
さ
両
国
式
公
S
G
E

司
自
民
。
ミ
〈
O
H
H
H

中
で
も
現
在
心
ジ
ョ
ン
ズ
ア
ン
ド
ラ
フ
リ
ン
製
制
会
社
の
始

祖
た
る
ジ
ョ
ン
ズ
〔
国
司
]
。
ロ
Z
(】
∞
陸
】
芯
ω
)〕
は
そ
り
典
型

的
な
一
例
で
あ
る
。

同
円
前
述
白
ジ
ョ

Y

ズ
に
つ
い
て
み
る
と
、
技
術
者
ラ
ウ
ト

(
F
E
F
)

と
結
ん
で
一
八
五
三
年
設
立
し
た
工
場
は
、
三
層
式
連
続
圧
延
機

公
]
目
。
O
V
H
開
げ
自
己
)
を
採
用
し
た
ア
メ
リ
カ
第
三
番
目
の
も
の
で

あ
り
、
伎
は
そ
り
ほ
か
、
鉱
山
、
熔
鉱
炉
、
圧
延
工
場
白
垂
直
的
結

合
に
も
歩
主
進
め
て
い
る
。

ω
一
人
五
九
年
、
グ
ラ
フ
・
ベ
ネ
ッ
ト
八
五
社
は
ピ
ヅ
ツ
パ

i
グ
に
ア

リ
ゲ
ニ
郡
最
初
の
コ
ー
ク
ス
賂
鉱
炉
、
ク
リ
ン
ト
ン
ト
y
を
建
設
し
た
。

こ
の
炉
の
高
さ
は
四
五
フ
ィ
ー
ト
で
当
時
左

L
て
は
か
な
り
高
い
も

白
で
あ
っ
た
。
最
初
ピ
ア
ッ
パ
ー
グ
炭
田
か
ら
の
コ
ー
ク
ス
を
値
う

こ
と
に
し

τ
ぃ
t
が
、
燃
料
k
し
て
あ
ま
り
適
当
で
な
い
こ
と
が
わ

か
り
、
コ
ネ
ル
ス
ヴ
イ
ル
炭
田
の
コ
ー
ク
ス
に
き
り
か
え
ら
れ
て
、

た
だ
ち
に
大
き
な
成
功
を
収
め
た
。
こ
の
成
功
が
他
の
コ
ー
ク
ス
炉

を
故
々
に
建
設
さ
せ
る
誘
因
で
あ
っ
た
。

む

す

Eよ

以
上
、
四

0
年
代
、
王

0
年
代
に
お
い
て
東
部
ベ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
D

無
煙
炭
製
鉄
を
中
心
に
展
開
し
た
ア
メ
リ
カ
製
鉄
業
の
質
的
転
換
は
、
五

0
年
代
末
の
ビ
ッ
ツ
バ

1
グ
の
熔
鉱
炉
建
設
を
画
期
と
し
て
ふ
土
た
む
新

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
近
代
酌
製
鉄
業
の
賦
立

し
い
局
面
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
西
部
ヘ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
を
中
心
に
展

開
す
る
新
興
の
鉄
鋼
業
は
急
速
巴
成
長
し
て
東
部
の
そ
れ
を
圧
倒
し
、
世

紀
末
ま
で
に
こ
の
地
方
だ
け
で
合
衆
国
の
銑
鉄
総
生
産
高
の
四
割
を
出
め

る
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
の
道
程
は
い
か
に
進
行
し
た
か
。
そ
れ
を
考
察

す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
次
の
課
題
で
あ
る
。

第
八
十
九
巷

六
七

第
三
号


